
一橋新闘343
右
の
問
題
に
つ
き
上
田
学
長
は
次
の
如
く
語
つ
た
。

い
ま
の
学
課
制
度
は
二
年
ば
か
り
前
に
改
正
し
た
も
の
で
実
際
や
つ
て
見
て
い
ろ

い
ろ
悪
い
点
を
訂
正
す
る
考
へ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
や
う
な
問
題
が
あ
る
な
ら
ひ

と
つ
調
査
に
と
り
か
か
つ
て
善
く
し
た
ら
ど
う
か
と
思
ふ
。
さ
し
あ
た
つ
て
そ
れ

は
困
る
こ
と
だ
か
ら
何
か
本
年
度
だ
け
臨
時
に
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
二
年
必

修
科
目
は
一
年
必
修
の
つ
∵
き
で
あ
る
。
ま
た
例
へ
ば
こ
の
前
の
改
正
で
、
成
果
が
う

す
い
と
い
ふ
理
由
で
予
科
三
年
よ
り
本
科
へ
も
つ
て
来
た
民
法
総
則
を
再
び
三
年
で

や
る
や
う
考
へ
て
ゐ
る
者
も
あ
る
の
で
十
分
調
査
し
て
慎
重
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
四
七
号
（
昭
和
十
二
年
四
月
二
十
六
日
）

②
師
範
出
身
者
中
心
に
養
成
所
の
方
針
移
行

　
　
教
育
確
保
の
消
極
的
政
策

本
学
附
属
商
業
教
員
養
成
所
は
そ
の
名
称
の
示
す
ご
と
く
教
職
に
従
事
す
る
者
の

み
の
養
成
を
本
来
の
使
命
と
す
る
に
拘
ら
ず
近
年
、
同
養
成
所
を
卒
業
し
て
学
部

に
転
学
し
て
実
業
界
に
進
出
す
る
者
多
く
、
本
年
の
如
き
皿
川
余
名
の
養
成
所
生
徒

の
中
、
十
名
も
学
部
に
転
じ
て
ゐ
る
状
態
で
比
の
点
に
鑑
み
当
局
で
は
将
来
特
に
、

教
職
に
進
む
べ
き
確
実
性
の
多
い
者
を
選
択
し
た
い
意
向
を
抱
い
て
ゐ
た
が
本
年

度
よ
り
新
た
な
る
試
み
と
し
て
入
学
試
験
に
当
り
中
学
出
身
者
と
師
範
出
身
者
と

を
分
け
た
が
、
師
範
出
身
者
の
入
学
者
は
十
一
名
の
多
数
に
の
ぼ
つ
た
が
、
之
等

の
入
学
者
は
語
学
力
不
足
で
授
業
に
支
障
を
来
し
、
特
に
英
語
補
習
の
一
時
間
を

課
し
て
ゐ
る
現
状
で
あ
る
。
比
の
点
に
関
し
、
特
に
師
範
出
身
者
に
優
先
権
を
与

へ
て
合
格
せ
し
め
た
わ
け
で
は
な
い
が
養
成
所
出
身
者
就
職
先
た
る
各
学
校
で
師

範
卒
業
の
出
身
者
を
希
望
す
る
傾
向
が
あ
り
教
員
た
る
型
に
は
ま
つ
た
者
を
求
め

る
と
い
ふ
外
部
的
原
因
か
ら
し
て
選
抜
し
、
師
範
出
受
験
者
に
は
英
作
、
書
取
の
代

り
に
教
育
学
及
び
地
理
を
課
し
た
、
め
従
来
、
英
語
力
不
足
に
よ
り
殆
ど
入
試
を

突
破
し
得
な
い
状
態
に
あ
つ
た
師
範
出
身
者
が
非
常
に
有
利
な
立
場
に
置
か
れ
、

又
一
方
、
昨
年
度
よ
り
養
成
所
の
学
費
補
給
停
止
の
た
め
中
学
、
商
業
学
校
出
身

者
の
入
学
志
願
者
が
激
減
し
大
部
分
が
師
範
出
身
者
だ
つ
た
こ
と
等
が
原
因
と
な

つ
て
本
年
は
師
範
出
の
入
学
者
は
師
範
出
身
者
の
多
い
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
考

へ
や
、
授
業
に
支
障
を
来
し
て
ゐ
て
も
師
範
出
を
多
く
す
る
要
は
な
い
と
の
考
へ

等
、
種
々
の
意
見
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
兎
に
角
、
養
成
所
本
来
の
使
命
の
上
か
ら

不
滴
の
点
が
多
く
之
は
養
成
所
の
み
に
限
つ
て
の
問
題
で
は
な
く
根
本
的
に
考
慮

を
払
ふ
べ
き
余
地
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
ゐ
る
が
最
近
教
育
界
に
お
け
る
一
橋
勢

力
の
減
退
と
も
関
連
し
こ
の
師
範
出
優
先
に
よ
る
教
育
者
確
保
の
消
極
的
政
策
が

果
し
て
よ
く
か
、
る
傾
向
を
食
い
と
め
得
る
か
は
疑
問
で
あ
る
が
現
在
の
養

成
所
が
中
学
、
商
業
、
師
範
の
出
身
者
の
意
識
的
対
立
を
来
し
て
ゐ
る
際
、
こ
の

師
範
出
身
者
に
中
心
を
移
し
つ
、
あ
る
当
局
の
方
針
は
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
四
八
号
（
昭
和
十
二
年
五
月
十
日
）

③
月
刊
誌

　
　
●

「
一
橋
論
叢
」

来
る
一
月
に
創
刊

豫
て
懸
案
と
な
つ
て
ゐ
た
本
学
月
刊
雑
誌
発
行
は
七
月
は
じ
め
の
学
部
教
授
会
に

て
大
体
の
決
定
を
見
、
細
目
を
一
任
さ
れ
た
準
備
委
員
、
増
地
、
井
藤
、
山
□
、

猪
谷
、
中
山
各
教
授
は
そ
の
後
上
田
学
長
を
交
へ
て
準
備
会
を
ひ
ら
き
次
の
如
く

決
定
し
た
。

即
ち
月
刊
誌
は
従
来
の
研
究
年
報
に
併
置
さ
れ
る
が
、
研
究
年
報
は
あ
く
ま
で
も

ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
な
も
の
で
あ
り
、
之
に
対
し
月
刊
誌
は
啓
蒙
的
な
も
の
と
し
て
時
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事
問
題
を
中
心
的
に
取
扱
ふ
方
針
で
名
称
を
二
橋
論
叢
」
発
行
書
騨
は
岩
波
で

来
年
一
月
創
刊
と
し
九
月
中
に
編
集
準
備
に
か
、
る
予
定
で
あ
る
。
増
地
教
授
が

主
任
に
決
定
し
て
ゐ
る
が
他
は
未
定
、
な
ほ
こ
の
月
刊
誌
は
一
般
に
も
売
り
出
さ

れ
る
が
会
員
を
募
集
し
学
会
組
織
と
な
る
模
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
三
号
（
昭
和
十
二
年
九
月
六
日
）

ω
一
橋
法
学
不
振
の
原
因
と
対
策
を
発
表

　
　
法
学
研
究
部
活
動
す

法
学
研
究
部
で
は
高
文
受
験
、
科
目
選
択
等
に
現
れ
た
最
近
に
於
け
る
一
橋
法
学

の
不
振
の
原
因
及
び
そ
の
打
破
を
探
究
し
最
近
左
の
如
く
発
表
す
る
と
共
に
目
下

調
査
中
の
学
制
改
革
に
対
し
て
積
極
的
に
乗
り
出
す
こ
と
、
な
つ
た
が
か
か
る
法

学
低
調
に
は
四
つ
の
原
因
を
認
め
ら
れ
る
。

第
一
に
優
良
可
と
就
職
問
題
、
次
に
法
律
学
科
と
商
業
経
済
学
科
の
負
担
の
相
違

第
三
に
は
予
科
及
び
高
商
の
準
備
教
育
の
不
足
と
教
授
陣
の
不
備
、
第
四
に
三
部

制
と
選
択
科
目
の
過
多
で
第
一
第
二
の
原
因
へ
の
対
策
と
し
て
は
法
律
の
選
択
科

目
採
点
を
出
席
制
度
調
査
に
依
る
案
、
ま
た
法
律
一
単
位
の
採
点
を
二
単
位
に
す

る
案
。

第
三
の
原
因
に
対
し
て
は
法
律
は
予
科
か
ら
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
故
予
科
に
て
少
く

共
一
週
六
時
問
（
三
年
間
に
）
の
授
業
を
課
し
法
律
の
考
へ
方
を
作
る
案
。
第
四

の
原
因
に
つ
い
て
は
之
ら
が
法
律
学
徒
に
可
成
り
の
負
担
を
課
し
つ
、
め
る
故
現

行
三
部
制
を
廃
止
し
、
学
生
の
履
修
課
目
を
減
ず
る
案
が
夫
々
考
へ
ら
れ
る
が
、

右
案
の
是
非
は
何
れ
に
も
せ
よ
、
兎
に
角
、
統
制
経
済
強
化
、
官
界
進
出
の
標
語

を
か
、
げ
て
法
学
研
究
部
が
一
橋
法
律
学
振
興
の
為
め
、
学
制
改
革
に
対
す
る
活

発
な
る
運
動
を
開
始
し
た
こ
と
は
掌
生
と
し
て
最
初
の
意
志
表
示
と
し
て
各
方
面

よ
り
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
五
号
（
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
）

⑤
学
制
調
査
委
員
会
予
科
に
も
設
置
さ
る

　
学
生
側
機
関
も
愈
々
実
現

予
科
に
於
け
る
学
制
改
革
運
動
は
粛
園
以
来
絶
え
ず
続
け
ら
れ
、
予
科
当
局
に
て

も
今
春
新
学
期
以
来
之
が
実
行
機
関
設
置
を
計
画
中
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
、
去
月
初

め
の
学
部
学
制
調
査
開
始
に
刺
激
さ
れ
て
急
速
に
進
捗
し
、
先
月
末
の
予
科
教
授

会
に
於
て
決
定
を
見
、
予
科
学
制
改
革
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
堀
主
事
を
始

め
、
牧
、
村
上
、
川
上
、
石
田
、
町
田
、
高
島
、
太
田
（
可
）
各
教
授
が
委
員
に

決
つ
た
、
目
下
学
期
試
験
の
為
め
、
末
だ
委
員
会
は
開
か
れ
な
い
が
本
月
下
旬
新

学
期
開
始
と
共
に
具
体
的
活
動
に
入
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
方
予
科
生
の
間
で
も
、
去
る
一
月
の
有
志
学
生
大
会
に
於
け
る
学
制
改
革
決
議

以
来
一
時
下
火
に
な
つ
た
と
は
い
へ
、
依
然
改
革
に
対
す
る
要
望
熾
烈
な
る
も
の

が
あ
り
、
予
科
当
局
の
委
員
会
設
置
に
呼
応
し
て
学
生
側
の
実
行
機
関
設
立
を
希

望
す
る
も
の
多
く
、
理
事
会
で
も
学
制
改
革
委
員
会
及
び
之
の
基
礎
た
る
全
学
的

実
行
機
関
設
置
を
計
画
し
て
ゐ
る
が
、
之
も
新
学
期
に
入
つ
て
実
現
さ
れ
る
模
様

で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
五
号
（
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
）




